
東北大学「社会にインパクトある研究」 ～持続可能で心豊かな社会の創造～

太陽系の激動を探り、宇宙に拡がる文明を拓く

[1. 組織形成]  web（http://aerospace.gp.tohoku.ac.jp/）と twitter

（https://twitter.com/TohokuUniv_AIRC）で、部門・学内関係部局諸活動の情報
交流・掲示・広報のインフラを構築。施設（超小型衛星運用アンテナ更新)・宇宙
航空連携研究センターの概算要求に至る。国際集積エレクトロニクス研究開
発センターの参加（スピントロニクス研究への宇宙航空分野への連結)も得た。

[2. 拠点シンポジウム] 2022年12月に本拠点第４回シンポジウムをハイブ

リッド方式で開催。「スピントロニクスと宇宙：東北大および日本の取り組み」を
軸に実施。 (https://aerospace.gp.tohoku.ac.jp/20221210-airc-sympo4/)

[3. 教育・研究連携] 
(1) 連携講義： 大学院横断の定例講義「宇宙開拓 / Space Exploration」と
シリーズ集中講義「月と国際月探査」「惑星大気科学」を実施。
(2) 研究集会： 惑星圏シンポ（２月）をハイブリッド方式で開催。太陽系全域
探査と将来有人活動を目指す戦略議論を実施。超小型衛星教育プログラム
全国化検討も東大・名大・総研大と議論中。
(3) 院生特別支援：国際宇宙大学(ISU)への院生を８週間現地へ派遣。
(http://www.ifs.tohoku.ac.jp/spaceprog/ISU_index.html)。
(4) 学内横断プロジェクト： 超小型衛星・宇宙ステーション生命実験
「BioCube」開発プロジェクトを実施中。学内複数部局に学外研究者も巻き込
み、実証機の組立に入った。 （https://w3.tohoku.ac.jp/frid/project/page-56/）
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太陽系の激動を探り、宇宙に拡がる文明を拓く」に
よる総長経費支援とAIRC参加部局・メンバーの
voluntary作業により、以下の活動を遂行した。
1． 組織形成
コロナ禍によって引き続き学内・学外連携の柱と

なる人の移動や会合設定が困難であったが、
A. 惑星系探査部門、B. 航空宇宙開拓部門、C. 極限
生命医学部門、D. 惑星系環境防災部門、E. 惑星系
未来インフラ部門それぞれ、部門headによるゆるや
かな組織化を進めた。例えば国際集積エレクトロニ
クス研究開発センターの参加（スピントロニクス研
究への宇宙航空分野への連結)を新たに得て、共同の
シンポジウムを開催した。
「東北大・宇宙航空連携研究拠点」webページ

（http://aerospace.gp.tohoku.ac.jp/）とtwitter
（https://twitter.com/TohokuUniv_AIRC）によっ
て、これらの部門および学内関係部局における諸活
動の情報交流・掲示・広報を行い、本活動の根を支
える学内横断のインフラとしている。
この組織化と共同インフラ構築のため、施設概算

要求の申請（超小型衛星運用アンテナの更新) を進
めるとともに、「宇宙航空連携研究センター」概算
要求検討およびWPI学内申請を行った(図1)。

関連ホームページ
http://aerospace.gp.tohoku.ac.jp/

令和４年度における活動実績・成果の概要

図1.関係する提案活動
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2．宇宙航空研究連携拠点 第４回シンポジウム

COVID以降初の「実会場(流体科学研究所)を伴うハイブリッド方式」で、本連携拠点の第四回シンポジウムを開催した
(https://aerospace.gp.tohoku.ac.jp/20221210-airc-sympo4/、2022年12月10日 (土) )。本シンポジウムは、スピントロニクス
と宇宙：東北大および日本の取り組みを軸に実施し、学内外から50名程度が参加した。シンポジウムは小谷理事・大林拠点長からの
挨拶に始まり、全部で7件の講演が行われた。講演では、国際集積エレクトロニクス研究開発センターのセンター長である遠藤先生の
講演「スピントロニクス省電力半導体と、その宇宙利用への展開」からはじまり、東北大、JAXAからの研究紹介のあと、ベンチャー
企業（株）Space Compassの堀茂弘氏による講演「Space Compassが目指す地上・非地上のインフラ統合」もなされた。産官学か
らの講演と取り組みが報告され、本拠点の今後の活動につながるものとなった。(図2)

図2.第４回宇宙航空連携シンポジウム：プログラムおよびPresentations
3．教育・研究連携
(1) 大学院講義：「太陽系惑星環境探査 + 宇宙/航空/生命」による学部生向けの全学横断型教育の機会を大学院横断教育活動（講
義：学際研との連結講義ｘ１、シリーズ集中講義ｘ１）で発展させた。
<合同講義> https://aerospace.gp.tohoku.ac.jp/20221006-series-lecture/
<集中講義> https://aerospace.gp.tohoku.ac.jp/202208_speciallecture/
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https://aerospace.gp.tohoku.ac.jp/202208_speciallecture/


東北大学「社会にインパクトある研究」 ～持続可能で心豊かな社会の創造～

太陽系の激動を探り、宇宙に拡がる文明を拓く
(2) 研究集会：惑星圏シンポジウム（https://pparc.tohoku.ac.jp/sympo/sps/、2023年2月20日 (月)～22日(水)）において、「実会
場(理学研究科)を伴うハイブリッド方式」で150名程度の参加を得て、東北大も参加貢献する太陽系全域の科学探査と将来有人活動を目
指す「国際宇宙探査」に絡む戦略的な議論を行った。「春」に行うこの会合は、「秋」に行うJAXA相模原での会合で受ける「年２回方
式」の一環であり、今後の日本の太陽系開拓の道へ連なる戦略的議論の場となっている。(図3)
また、産学連携を含む戦略的な教育Programの構築にも取り組みつつあり、名大で９月・３月に行われている超小型衛星教育プログラム
「民間における宇宙利用 基礎コース・発展コース」へ本学大学院生を派遣(https://coso.isee.nagoya-
u.ac.jp/sero/course_2302.html)するとともに、この「全国化」検討を主軸とした議論を東大・名大・総研大とともにJAXA・文科省を
含め議論中である。2024年春に宇宙航空科学技術推進委託費
(https://www.mext.go.jp/a_menu/kaihatu/space/jigyou/detail/1347482.htm) への応募を予定。

図3．惑星圏シンポジウム（2023/2/20-22）
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(3) DC院生特別支援：国際宇宙大学(ISU-SSP)へ
のDC派遣支援制度を、本連携参加部局メンバーが
指導する大学院生への共同支援として遂行した
(http://www.ifs.tohoku.ac.jp/spaceprog/ISU_i
ndex.html)。今回は実際の派遣が可能となり、工
学研究科航空宇宙工学専攻の熱意ある修士の1年生
が選ばれ、国際宇宙大学に８週間に渡って参加し
た。2023年2月14日に参加報告会がなされ、国際
的・人的ネットワーク構築が共有された
(http://www.ifs.tohoku.ac.jp/spaceprog/SSP2
2ReportMeeting.pdf)。(図4)

(4) 学内横断プロジェクト：生命・工・理・流体研
を軸とした共同により、大学規模の生命宇宙実験
を可能とする超小型衛星・超小型宇宙ステーショ
ン実験ユニット「BioCube-SAT・BioCube-ISS」
開発プロジェクトを発動している(2020-)。「新領
域創成のための挑戦研究デュオ・BioCube開発」
（https://w3.tohoku.ac.jp/frid/project/page-
56/）およびJAXA宇宙環境専門委でのフロント
ローディング支援などを得て進行中である。目標
は「モデル実証ユニット」の確立で、2022年度末
にはその実証機の組み立てに入った。今後のJAXA
の対応如何によっては、国際宇宙ステーション上
での実証実験も視野に入る。学内複数部局のス
タッフ・大学院生・学部学生（サークルを拠点と
するメンバーを含む）を中軸に、学外研究者も巻
き込む形で活動水準を向上させていく。

図4. 流体科学研究所の国際宇宙大学学生派遣支援制度募集のホーム
ページと今年度の報告書
（これまでの報告書が閲覧できる）
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